
 

 

 

 

いざというときのために～18日（火）防災教育（津波について）～ 

 「中越沖地震メモリアルまちから」に所属されている防災コーディネーターの＿＿＿＿＿様にお越しい

ただき、過去に起こった津波の状況や、身を守る行動などを学びました。その後、簡単に答えが出せない

「津波が起こって避難したときに友達の姿がない。あなたは友達をさがす？それともまずは避難する？」

などの問題を考えるクロスロードゲームを行いました。 

問題を想像することで、自分事として物事をとらえ、考えた 

ことを発表したり、自分と違う意見にも耳を傾けたりしなが 

ら、他者なりの理由があることを理解するという活動でした。 

実際の災害時でも、お互いに意見をすり合わせて、お互いが 

納得できる答えを導き出すことが大切だそうです。もし、自 

分たちが災害に遭ったら…と考えることができる有意義な時 

間となりました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

       立派にやり遂げた生徒総会 ～14日（金）実施～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ～来週の予定～ 

  日程        学 校 行 事 など  下校時間 

24 日 月 Ｂ 衣替え移行期～28日まで ※気候によっては変更あり 避難訓練 教育相談⑥ 

部活動なし (生徒会活動優先日) 

18:15 

25 日 火 Ｃ 尿検査（２次）① 18:15 

26 日 水 Ａ ３学年朝会 尿検査（２次）② フッ素洗口  18:15 

27 日 木 Ｂ 全国学力状況調査（国数＋調査） 基礎テスト（数学） 18:15 

28 日 金 Ｂ 英語検定① 18:15 
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◆今までは、地震や津波が起こったら

ということは深く考えなかったです

が、今回の学習を通して、津波の怖さ

と津波が起きたときに、身の回りの情

報の把握や、どこにどうやって避難す

るのかを確認することが大切だと分

かりました。これから家族で、もし地

震が起きたらどうするのか、というこ

とを、しっかり話して、もし起こって

しまってもパニックにならず、素早く

行動したいと思いました。 

◆「最善をつくせ」という

言葉が印象に残りました。

最善をつくすには、実際に

近くのことを調べ、ある程

度の知識を身に付けてお

くことが必要だと分かり

ました。自分の命の大切さ

を充分に理解することが、

その命を守ることにもつ

ながると感じました。 

 

 

タブレットでＹＥＳ、ＮＯを表示 

◆昔の人が津波の最高到達点に印

（看板）を残し、次世代の人が同じ

危険な目にあわないように工夫し

ているのが、優しさもあって、良い

発想だと思い、心に残りました。 

◆クロスカードゲームが一番心に

残りました。理由は、たくさんの人

の考えや意見が聞けたので、人によ

って、いろんな見方があるんだなと

思ったからです。 

  

要項は印刷せず、タブレットを

活用して行いました。 

デジタル紙面での回答など例年

にない活動だったため，本部と委

員長を中心に念入りな事前準備

を行いました。 

準備の甲斐あって、全ての議案と

15 年振りの規約改正が承認され

ました。 

 


